
はじめに
　今年度も、マルチメディアDAISY図

書を活用することで、読みに困難を感

じている子どもたちに本を読むことの

楽しさを味わわせたり、書いてあるこ

との要点や感想を、簡単な文章でまと

めたりすることができるようにしてい

きたいと思います。とくに今年度は、

低学年の時期に絵本に親しませること

を中心に取り組みたいと思います。

全校への周知の実施
　今年度のマルチメディアDAISY図書

だけではなく、昨年度の図書も使用で

きるように、一覧にして図書ギャラ

リーに置き、いつでも選べるようにし

ておきました。

　また、全校児童がそろう給食の時間

を利用して、実物を見せながら説明を

行い、周知を図りました。

活動の実態
（１）対象　

　通常学級や特別支援学級に在籍し、

読みに困難を感じているためになかな

か読書に向かえない子ども。

（２）校内での活用場所　
　学校図書館、メディアコーナー、通

級指導教室

（３）校内での環境整備
　昨年度は、メディアコーナーのパソ

コン４台をマルチメディアDAISY図書

が使用できるように設定していました

が、今年度は、できるだけ多くの子ど

もたちに使用させたいと考え、６台の

パソコンが使えるように設定しました。

　また、子どもたちが聞くことに集中
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できるように、６個のヘッドホンを準

備し、それぞれのパソコンに取り付け

ました。

　それから、マルチメディアDAISY図

書に収録されたタイトルの書籍版を、

メディアコーナーの手にとりやすい場

所に置く工夫も行いました。

（４）校内での活用時間
　学校司書のいる業間や昼休みの時間、

学校司書のいる朝読書の時間を活用し

ました。

（５）活用の実態
　１学期に全校へ周知した後、３年生

にマルチメディアDAISY図書の取り組み

を実施しました。３年生は、２年生の

２学期までは、『11ぴきのねこ』のシ

リーズを使って、読んだ後にあらすじや

感想を書く取り組みをしていました。

　３学期からは、読み物教材『愛蔵版

おはなしのろうそくシリーズ』を読ん

であらすじや感想を書く取り組みを始

め、３年生の１学期にも継続して取り

組みました。さし絵がほとんど入って

いないお話でしたが、同じパターンで

同じワークシートを使って実施したこ

とで、どんなことをしたらいいのかが

わかり、見通しをもって取り組むこと

ができたと思います。また、６月から

７月にかけては、２年生での取り組み

を行いました。

　２学期になると、１年生での取り組

みを始めました。登場してくるものや

感想については、大人が聞き出し、そ

れをワークシートに書かせるようにし

ました。ひらがなが曖昧な子どもにつ

いては、ひらがな表を用意して、書く

ときにひらがなを確認しながら書かせ

るようにしました。

　とくに、「き」や「ち」などの似た

ような音については、ひらがな表で確

認することで正しい文字を意識させる

ことができたと思います。子どもの中

には、ひらがながなかなか書けなくて、

書くことに向かいにくかった子もいま

朝読書での取り組みの様子

ワークシートを書く様子
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したが、ひらがなの表を見ながらなら

書けると感じ、安心して取り組んでい

ました。書くことがなかなか決まらな

い場合も、大人が聞いてくれることで

書くことが見つかり、意欲的に書こう

としていました。　　　　

　子どもたちのワークシートは、昨年

度より全員のものを掲示して見合うよ

うにしていましたが、今年度も継続し

て取り組んでいます。

　どの学年でも、メディアコーナーで

の過ごし方やワークシートの形式を前

回と同じにしたことで、マルチメディ

アDAISY図書の使い方や書き方に慣れ、

見通しをもって取り組めるようになっ

てきました。

　また、事前に、使用する子どもの名

前を一覧表にして学級に掲示しておく

ことで、登校するとすぐに着替えて自

分からメディアコーナーに行くなど、

主体的に活動する姿も見られました。

〈Ｓさん（２年生）に見られた姿〉
　Ｓさんは、週に１回通級指導を受け

ています。本を読む際、内容を理解す

るのに苦手さが見られました。そこで、

１学期はマルチメディアDAISY図書に

毎時間触れることで、絵本に関心をも

たせる取り組みをしました。

　回数を重ねるうちに「今日は、どん

なお話かな。楽しみだな」というつぶ

やきが聞かれるようになりました。と

くに、知っている絵本が出てくると

「このお話知ってるよ」と言って、目を

輝かせて聞いている姿も見られました。

　２学期になると、ワークシートに

「題名」「出てきたもの」「おもしろかっ

たところの絵」を記入するようにしま

した。続けているうちにやり方に慣れ、

見通しをもてるようになったことで、

自分から進んで取り組むようになって

きました。

　後半になると、おもしろかったとこ

ろの絵だけでなく、文章でも書こうと

するようになってきました。ファイル

に綴じたワークシートが増えていくこ

とを楽しみに続けているところです。

〈Ｋさん（１年生）に見られた姿）
　Ｋさんも、週に１時間通級指導を受

１年生のワークシート
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けています。ひらがなは、少しずつ読

めるようになってきましたが、文節や

文を読むことに苦手さが見られ、長い

文になると最後まで読むことに抵抗が

見られました。

　しかし、マルチメディアDAISY図書

の画面を見ながら、音声の助けを受け

て読んでいくうちに、次第に絵本に関

心をもつようになってきました。ワー

クシートも続けていくうちに、出てく

るものを意識し、ひらがなで正しく書

こうとする姿が見られました。

　今後は、学級担任や学校司書と連携

して、日常の学校生活の中で読書指導

をする際にも継続して取り組むことが

有効ではないかと考えています。

まとめ
　昨年に引き続き、朝読書の時間に数

人ずつで活動をしたことで、それぞれ

の子どもの実態に合わせた支援ができ

たのではないかと考えています。

　今年度の取り組みは、２年生と３年

生は１学期に、１年生は、ひらがなを

だいたい学習した２学期から実施しま

した。

　１年生では、『どうぶつのおかあさん』

のように、出てくるものや内容がシンプ

ルで捉えやすいものを活用しました。

　２年生の前半では『11ぴきのねこ』

シリーズ、２年生の後半から３年生に

かけては、幼年童話や『愛蔵版おはな

しのろうそくシリーズ』などの読み物

を使って、あらすじや感想を絵や文に

することに取り組みました。

　低学年の時期に文字を追って読むこ

とでつまずいている子どもが、マルチ

メディアDAISY図書を使用することで、

内容を理解して読書を楽しむことに少

しでもつながったように思います。

　また、ワークシートは、同じ形式の

ものを繰り返して使うことで、より理

解が深まったと感じました。低学年の、

音から文字への移行の時期にマルチメ

ディアDAISY図書を活用することは、

読書に向かう気持ちを育てる一助にな

るように思いました。

今後の活用と課題
　学校司書や担任、学校の図書担当教

員が連携をもち、絵本から幼年童話や

読み物につないでいく取り組みは、今

後も継続していきたいと思います。

　また、関心のある子どもや支援を継

続していく必要がある子どもについて

は、いつでも活用できるような環境づ

くりを続けようと思います。

　教科書に載っている読み物やシリー

ズもの、短時間で読みきってしまう読

み物などをマルチメディアDAISY化し

ていただけると、学習とのつながりが

でき、自分から読もうという意欲につ

ながるのではないかと思います。
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